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9
月
12
日
に
、
高
校
1

年
生
を
対
象
と
し
た
キ
ャ

リ
ア
授
業
「
キ
ミ
チ
ャ
レ

2
0
2
3
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
キ
ミ
チ
ャ
レ
は
今

年
度
で
12
回
目
の
名
物
授

業
で
す
。
今
回
は
山
陰
地

方
で
活
躍
す
る
社
会
人
15

名
を
お
呼
び
し
、「
自
身

の
進
路
選
択
で
何
を
考
え

て
、
ど
う
行
動
し
た
か
」

や
「
高
校
時
代
の
経
験
」

な
ど
に
つ
い
て
、
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
普
段
会
う
機
会

の
な
い
人
生
の
先
輩
達
か
ら
、
将
来
を

考
え
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機

に
1
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
日
頃
か
ら

自
分
と
向
き
合
い
、
納
得
の
い
く
進
路

選
択
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
私
は
、も
っ
と
地
域
に
対

す
る
関
心
を
深
め
て
い
き
た
い
し
、

講
師
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た「
目
標

を
遠
く
」と
い
う
言
葉
を
意
識
し
て

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
全
力
で
楽
し

む
こ
と
が
将
来
に
役
立
つ
と
い
う
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
興
味
が
あ
る
こ
と
は
深
掘
り
す
る
こ

と
、思
い
通
り
に
行
か
な
く
て
も
折

れ
ず
に
最
後
ま
で
や
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
そ
の
時
そ
の
時
に
興
味
が
あ
る
こ
と

を
す
れ
ば
良
い
と
い
う
言
葉
を
聞
い

て
今
興
味
が
あ
る
こ
と
を
一
所
懸
命

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ

り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
建
築
物
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
壁
（
れ
ん
が
造
、
石
造
等
）
の
所
有
者
等
の
皆
様
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
安
全
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。

　
松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り
、
い
つ
も
よ
り
相
談
時
間
を
延
長
し
て
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
で
お
困
り
の
方
、
周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い
う
方

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
期
　
間
】
11
月
15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

【
時
　
間
】
月
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
　

　
　
　
　
土
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
相
談
員
】
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　
電
話
：
０
８
５
２-

３
２-

４
２
６
０

　
町
民
課
戸
籍
係
　
有
線
：
３
１-

５
１
０
８
　
電
話
：
５
４-

２
５
１
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

建
築
物
の
壁
の
安
全
点
検
に
つ
い
て

生
徒
の
感
想

出雲市塩冶町223-7
しまねまごころバンク 
電話：0853-22-2556

 『
提
供
し
た
い
』

『
提
供
し
た
く
な

い
』ど
ち
ら
も
一
人

ひ
と
り
の
平
等
で
大
切
な

意
思
で
す
。                                                    

大
切
な
意
思
を
表
示
し
、ご

家
族
で
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

移
植
医
療
は
、医
療

者
と
患
者
さ
ん
だ

け
で
は
な
く
、第
三

者
の
方
か
ら
の
善
意
に
よ

る
ご
提
供
か
ら
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

お問い合わせ

マスコットキャラクター
まごころば

10
月
は

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

　
　
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

10月10日は目の愛護デー

◆◇脱炭素の暮らしづくり設備導入促進事業奨励金◇◆

　
奥
出
雲
町
で
は
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の

皆
さ
ん
に
有
害
鳥
獣

を
捕
獲
・
駆
除
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
令
和
5
年
８
月
の
捕
獲
・
駆

除
頭
数
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※その他は、アナグマ、ヌートリア等の合
計です。有害鳥獣による農作物被害があ
った場合は、左記までご連絡ください。

国
内
及
び
県
中
西
部
に
お
い
て
、豚
や

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
豚
熱
感
染
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　豚
熱
は
、豚
及
び
イ
ノ
シ
シ
の
病
気
で
あ

り
、人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　ま
た
、仮
に
豚
熱
に
か
か
っ
た
豚
や
イ
ノ

シ
シ
の
肉
を
食
べ
て
も
人
体
に
は
影
響
あ

り
ま
せ
ん
。

　県
で
は
、豚
熱
感
染
に
よ
り
死
亡
し
た

と
疑
わ
れ
る
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た

場
合
、検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。も
し
、

死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た
場

合
は
、事
故
死
等
原
因
が
あ
き
ら
か
な
場

合
を
除
き
、左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

農
業
振
興
課
　農
業
生
産
2
係

有
線
：
2
0
–
4
3
3
6
　

電
話
：
5
2
–
2
6
7
9

地域 ニホンジカ イノシシ タヌキ カラス サギ類

1

3

4

93

57

150

11

2

13

0

0

0

24

0

24

その他

5

3

8

仁多地域

横田地域

合計

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

駆
除
実
績

　
平
成

り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
建
築
物
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
壁
（
れ
ん
が
造
、
石
造
等
）
の
所
有
者
等
の
皆
様
は
、

建
築
物

　
奥
出
雲
町
で
は
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の

皆
さ
ん
に
有
害
鳥
獣

駆
除
実
績

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

駆
除
実
績

皆
さ
ん
に
有
害
鳥
獣

有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の

皆
さ
ん
に
有
害
鳥
獣

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
・

野
生
イ
ノ
シ
シ
の

　
　
　豚
熱
感
染
に
つ
い
て

奨励金の詳しい内容は、環境政策課までお問い合わせください　【申請・お問い合わせ】　環境政策課　有線：31‐5132　電話：54-2513

※この奨励金は、旧新エネルギー設備導入促進事業奨励金の内容を拡充して新しく創設したものです。　※島根県太陽光発電等導入支援事業補助金の助成を受けています。
※工事着手・機器設置後の申請は、奨励金の対象外となりますのでご注意ください。

◆◇脱炭素の暮らしづくり設備導入促進事業奨励金◇◆
再エネ等を活用し

て快適な住環境にするための奨励金を創設しました

　奥出雲町では、再生可能エネルギー及び省エネルギー設備の導入促進を図り、家庭における快適な住環境と脱炭素に寄与する
暮らしづくりを推進するため、「奥出雲町脱炭素の暮らしづくり設備導入促進事業奨励金」を創設しました。

対象機器・設備を、町内の住宅・事業所
に設置しようとする方。

対象機器･設備および奨励金額等は右
表のとおりです。

区分 対象機器 奨励金額等
太 陽 光 発 電 設 備 出力1kWあたり5万円（上限20万円）

蓄 電 池 定額10万円（ただし設置経費を上限とする。）

林 地 残 材 集 積 装 置 対象経費の1/2（上限30万円）

対象経費の1/2（上限30万円）

対象経費1万円以上でその2/3以内（上限40万円）

L E D 照 明 機 器 対象経費1万円以上で1/4以内（上限5万円）
ただし、①太陽光発電設備を同時に設置する場合のみ対象

高 効 率 給 湯 器
（ エ コ キ ュ ー ト ）

太 陽 熱 利 用 設 備
（太陽熱温水器は対象外）

対象経費1万円以上で1/4以内（上限5万円）
ただし、①太陽光発電設備を同時に設置する場合のみ対象

断 熱 窓
（ 複 層 ガ ラ ス ）
木質バイオマス熱利用設備
（薪・ペレットストーブ等）

対象経費1万円以上で1/4以内（上限5万円）
ただし、①太陽光発電設備又は⑤木質バイオマス熱利用設備を
同時に設置する場合のみ対象

①
②

③

④

⑤
⑥
⑦

⑧

対象者等

対象機器・設備

申請書に必要書類を添付し、環境政策
課まで提出ください。

令和6年1月31日(金)まで。
（ただし、申請額が予算に達したら受付
を終了します。）

申請方法

申請期限

【お問い合わせ】総務課防災管理係　有線：３１-５２２８　電話：５４-２５０５
地元の奥出雲町で働けることに感
謝し、恩返しできるように精一杯頑
張ります。

これまでの社会人経験を活かして、
地域の皆様に寄り添った職務を遂行
出来るよう、日々精進していきます。

奥出雲町に住み始めて1年です。町
民の皆様に奥出雲町の良いところを
たくさん教えていただきたいです。

地元奥出雲町で働けることをとても
嬉しく思います。町民の皆様のお役
に立てるよう頑張ります。

山本　由佳理
（教育魅力課）

藤原　翔
（建設課）

佐藤　直子
（こども家庭支援課）

中村　勇貴
（総務課）

新規採用職員の紹介

出典：国土交通省ウェブサイト
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/blockbei.html

人権イメージキャラクター
人KENまもる君＆人KENあゆみちゃん

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

キミチャレ2023


